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大学スポーツにおけるフォロワーの役割と在り方とは 

〜高知工科大学の強化指定競技に着目して〜 

1200463    田口 大地 

高知工科大学経済•マネジメント学群 

 

はじめに 

 意義を持って集まった二人以上の集団を組織という。その組織

において「リーダー」の存在は欠かせないものとされている、また

はそのイメージが強い。有名企業や、歴史上の人物として名を残し

ているのはカリスマ的なリーダーシップを発揮し、組織を成功や勝

利に導いてきた「リーダー」という存在である。そうした「リーダ

ー」から成功の秘訣や特徴を知るために多くの研究者や著者が「リ

ーダー」や「リーダーシップ」に関する本の執筆や研究を行ってき

た。実際に「リーダー」や「リーダーシップ」に関する著書や研究

は多く目にする。 

しかし、組織を語る上でリーダー以外の存在も忘れてはいけない

と感じる。組織において圧倒的に個体数が多いのはリーダー以外、

すなわちフォロワーの存在である。彼らは有名企業や歴史上だけで

なく、学校のクラスや部活動、意義を持って集まった集団において

必ず存在する。結果を出すリーダーの陰で、彼らはリーダーを支え、

リーダーの実力が十分に発揮されるように「働いて」きた。 

そんな彼らの働き、「フォロワーシップ」について興味を持った。 

その中でも私は、大学スポーツにおけるフォロワーの役割に着目し

た。私自身、小学校二年生からこれまで野球、ソフトボールをして

きた。その中で礼儀や思いやり、コミュニケーションなど生活をし

ていくうえでの大切なことを多く学ぶことができた。そして大学で

は副主将を務めたこともあり、主将のフォロワーとして、また部員

のリーダーとして両方の視点でチームに関わることで得るものも

多かった。しかしその一方で、組織運営に関する人間関係、フォロ

ワーとしての視点でのチームへの働きかけに関して悩んだことも

あった。 

前にも述べたように組織において注目されるのはリーダーの働

きであるが、フォロワーがリーダーや組織に対し、それぞれが自覚

を持ち積極的に支援をすることで組織はもっと良くなっていく。ま

たそのような人物たちの中から次のリーダーが生まれ、組織が永続

的に成長することが理想的である。もし私自身が大学スポーツにお

けるフォロワーの在り方についてもっと早い段階で知ることがで

きたなら、チームをより良い方向に導くことができたかもしれない。 

それゆえ本論では、大学スポーツにおけるフォロワーの在り方を

検討したい。そしてフォロワーシップを発揮できる仕組みづくりの

提案をすることで、高知工科大学の運動部の後輩たちが自律的に活

動できる魅力的な学び場になればと考えている。 

以下、第一章では先行研究からフォロワーとフォロワーシップの

定義をまとめ、一般的に理想とされるフォロワーとフォロワーシッ

プの在り方を明らかにしていく。第二章では高知工科大学における

フォロワーの在り方について、大学スポーツの位置づけと高知工科

大学の特異性を踏まえ考察する。ついで第三章では、高知工科大学

のスポーツ学生がフォロワーシップを発揮する能力を持っている

かアンケートとヒアリングを通して分析していく。そして以上を第

四章に落とし込んで結論を導く。 

 

第一章 フォロワーとフォロワーシップについて 

第一節 模範的フォロワー 

 フォロワーシップの定義とは、M.K カーステンによると「リー

ダーとの関係における（フォロワーの）個人的行為に基づく行動」、

言い換えると「より上位の階層の人物に関する相互作用」と定義さ

れている。この定義によるとフォロワーシップは対リーダーとの関

係において生成されるもので、その背景にはフォロワーが自発的に

リーダーを支える意思が不可欠である。 

どのようなフォロワーがフォロワーシップを発揮できるのだろ

うか。ロバート・ケリーはフォロワーシップを構成する二つの要素
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を指摘している。一つ目はリーダーの言動に対して建設的な批判を

し、自分らしい考えを持つ「独自のクリティカル・シンキング」。

二つ目は主導権を取り、責任を持ち、自発的で担当業務以上の仕事

をする「積極的関与」である。この両特性を持ったフォロワーがフ

ォロワーシップを発揮できる。また、この二つによりフォロワーの

タイプを五つに分けることができる（小野善生〔2018〕）。以下がタ

イプを表す図である。 

 

図1．ケリーによるフォロワーのタイプ 

 

 

 

 

 

 

出典：小野善生〔2018〕118ページより 

両次元を満たす模範的フォロワー。独自のクリティカル・シンキン

グを満たしているが積極的関与に欠ける孤立型フォロワー。積極的

関与を満たしているが独自のクリティカル・シンキングに欠ける順

応型フォロワー。どちらも欠けている消極的フォロワー。適度に両

次元を示す実務的フォロワー。両特性を満たす模範的フォロワーが

フォロワーシップを発揮することができ、理想的なフォロワーとさ

れている。 

第二節 勇敢なフォロワー 

 著名なコンサルタントのアイラ・チャレフは、リーダーシップと

フォロワーシップは表裏一体の関係性にあり、目標を達成するため

にはリーダーの推進力とフォロワーのバックアップが不可欠であ

るとしている。ゆえに、リーダーと同様にフォロワーも責任を担う

必要がある。そのようなフォロワーのモデルが「勇敢なフォロワー」

という考え方で、「勇敢なフォロワー」こそがフォロワーシップを

発揮できるとされている。 

勇敢なフォロワーとしてフォロワーシップを実践するにあたっ

ては、支援と批判という行動が求められる。アイラ・チャレフは勇

敢なフォロワーの基礎となる勇気を五つに分けて説明している。 

一つ目は責任を担う勇気である。勇敢なフォロワーは、自分自身

と組織に対する責任を引き受ける。さらに、組織の中で自分の可能

性を十分に発揮し、自らの価値を最大限に活かす機会を見つけ、作

り出す。組織の活動を改善するために自らの価値観にもとづいた行

動を起こす。その行動を支えるのは、共通目的に対する当事者とし

ての責任、そして組織が仕える対象からの要求である。 

 二つ目は役割を果たす勇気である。自らの役割を理解し、リーダ

ーを支えるための困難な仕事や、リーダーの力不足を補う仕事、リ

ーダーが組織の為の辛い決断をしたときに擁護するなどの行動を

起こす。彼らは共通目的を追求する情熱では、リーダーに負けない。 

三つ目は異議を申し立てる勇気である。勇敢なフォロワーは、リ

ーダーや組織の行動や方針が自分の考えと食い違う場合、建設的な

批判をする。正しいと思えない判断に対し、自らの主張をすること

で起きる対立をいとわない。勇敢なフォロワーは組織の調和とリー

ダーとの関係を尊重するが、そのために共通目的と自分自身の誠実

さを犠牲にするようなことはしない。 

四つ目は改革にかかわる勇気である。共通目的の追求のために改

革が必要であると気付いた時、リーダーや組織と団結して本格的な

困難に立ち向かう。なぜ自分が改革を求めているかをよく把握し、

改革のプロセスに深く関わる。 

五つ目は良心に従って行動する勇気である。自らの倫理基準に従

って、上司や組織の指示に反する行動や場合によっては辞表を申し

出るなどの行動をする。道義的な行動には個人的な危険が伴うが、

共通目的を果たすためには正しい行動であり、ときにはどうしても

必要な行動である（アイラ・チャレフ著 野中香方子訳〔2009〕）。 

以上が勇敢なフォロワーの基礎となる五つの勇気である。勇敢な

フォロワーとしてフォロワーシップを実践するにあたって、フォロ

ワーがリーダーを支える度合いを示す支援と、リーダーの言動に対

して異議を申し立てる度合いを示す批判という行動が求められる。

この二次元の行動特性に基づき４つのタイプのフォロワーが導き
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だされる。以下がそれを表す図である。 

 

図2．チャレフによるフォロワーのタイプ 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                                                       

 

 

出典：アイラ・チャレフ著 野中香方子訳〔2009〕59ページより 

第一象限のパートナーがリーダーを積極的に支えて、リーダーが誤

った判断をした場合には建設的な批判ができるという最も勇敢な

フォロワーの要素を備えたフォロワーといえる。 

第三節 まとめ 

 ケリーの模範的フォロワーと勇敢なフォロワーからある共通点

を見出すことができた。独自のクリティカル・シンキングと批判と

いう行動は、建設的な批判と意義を申し立てる勇気、自らの倫理基

準に従うなどの点において共通する。さらに積極的関与と支援とい

う行動は、責任を持つこと、当事者意識、役割を果たすという点に

おいて共通する。 

模範的フォロワーと勇敢なフォロワーはリーダーと同じような

目線で共通目的に対して主導権を取り、独自の倫理基準に従って誠

実な行動する。リーダーは組織を導き、フォロワーはそれを支援す

る。役割はそれぞれ違うが根本にあるものは同じであることから、

そこに上下関係や従う・従わせるという力関係は存在しないのでは

ないかと考えられる。 

以上をまとめると理想的なフォロワーとはリーダーに対して自

分の意見を主張し、組織の目的に対し主体的に行動できるフォロワ

ーである。 

 

第二章 高知工科大学におけるフォロワー 

第一節 大学とスポーツ 

 大学において、スポーツは、正課・課題活動にかかわらず、学

生が豊かで健康的な生活を送るとともに、人間性や主体性、リー

ダーシップなどを身に着けるための素養教育として重要な役割を

担ってきた（一般社団法人アリーナスポーツ協議会監修 大学ス

ポーツコンソーシアムKANSAI編 〔2018〕）とし、2017年3月に

公表された「大学スポーツの検討会議最終とりまとめ〜大学スポ

ーツの価値の向上に向けて〜」では、学生アスリートにとっての

大学時代を「競技力向上のキャリア面で重要な時期であると同時

に、将来社会で活躍するうえで必要なスキルを身につけ、人間形

成を図るうえでも重要な時期」と位置づけ、学修上の配慮やキャ

リア形成支援が重要であるとしている（文部科学省 2017）。 

 上記をまとめると大学スポーツの位置付けは、人間性、主体

性、リーダーシップを身に着け、社会で活躍する人材育成の場で

あるということである。 

第二節 高知工科大学の特異性 

 高知工科大学の特色として、国公立大学でありながら AO入試に

よるスポーツ学生の募集である。その AO入試や特別推薦の目的や

背景に関しては、濱崎羅奈〔2016〕『学生アスリートにおけるキャ

リア教育の一考察～高知工科大学のアスリート教育の在り方とは

～』に明記されている。始まりは 2009年度の入試から導入された

特別推薦制度＝スポーツ推薦入試である。この制度は大学入試セン

ター試験への参加、自己アピール、スポーツ活動、課外活動等を評

価するというものであり、学生の多様化を目的として始まった。 

追うようにして導入された入試制度が、マネジメント学部での

2013年度開始の AO入試である。内容としては数理マネジメントプ

ログラム、国際マネジメントプログラム、スポーツマネジメントプ

ログラムの 3 つから成り立っており、マネジメント学部が唱える

「さまざまな分野におけるマネジメント能力を有する人材を育成

する」という目標を具現化する意味でもあった。これは大学の入試

制度における新たな一歩でもあるものである。中でも本研究ではス

ポーツが常に片割れとなるスポーツマネジメントプログラムにつ

いて取り上げる。当プログラムでは大学のスポーツ活動で高度な成

績を修めつつ、マネジメントの専門意識を習得することで、スポー
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ツビジネスの分野で求められるマネジメントスキルを身につける

ことを学ぶ意義、将来の展望としている。さらに学生に求める人物

像としては大学スポーツ分野で高度な業績を修めつつ、マネジメン

トの専門知識を活かして、将来スポーツマネジメント領域で活躍し

ようとする文武両道を旨としている者である（本学パンフレットお

よび AO入試「学生募集要項」。 

 以上の内容が、高知工科大学がスポーツ推薦制度と AO入試制度

を取り入れている理由である。 

また、本学は 2017年度より授業時間割を 3限目までに集中させ

るという取り組みを行った。目的としては４限目と５限目の空いた

時間を予習や復習、課外活動に使えるようにするためである。この

ように学生が空いた時間を有効活用できるようにしている。 

 しかし、五限目まで授業がある学生もいるため空いた時間は全体

での練習ではなく各自で練習するために利用されている。 

第三節 問題提起 

 大学のスポーツの役割、高知工科大学の特異性を踏まえ、高知工

科大学において求められるフォロワーの在り方とは何なのかを考

えた。一般的な理想とされるフォロワーの特徴はリーダーに対して

自分の意見を主張し、組織の目的に対し主体的に行動するというこ

とである。それに加え求められる行動が二つ考えられる。以下がそ

の内容である。 

①スポーツにおける高度な成績を修めつつマネジメントの専門知

識を活かす学生となるべく、スポーツと学業を結び付け、部活動は

得た知識を活かす場と意識しなければならないのではないか。 

②私立大学と比べ、施設やトレーナー、指導者の存在が十分といえ

ないことから、部活に所属する学生一人一人が自覚を持ち部活動を

運営していく模範的フォロワーでなければならないと考えられる。 

 以上を踏まえて第三章では実際に強化指定競技の部活動に焦点

を当てて高知工科大学のスポーツ学生の実態を調査していく。 

 

第三章 実態調査 

第一節 アンケート調査 

 ケリーのフォロワーシップ研究に基づくアンケートを自分なり

に、部活動向けに改良したアンケートを強化指定競技の部活動に所

属する学生に協力していただき、部員をタイプ別に分けることで高

知工科大学の現状について調査していく。以下はアンケートの内容

である。（注） 

以下の質問に最も当てはまるものに〇をしてください。 

（0:全くない、1:あまりない、2:どちらかと言うとない、3:どちら

ともいえない、4:どちらかと言うとある、5:よくある、6:ある） 

1.あなた個人の目的と、部の目標は同一線上にあるか。 

2.部に貢献するために、部活動の練習や試合においてスキルや長所

を積極的に発揮しているか。 

3.部活動において、自分の役割以外にも、貪欲で率先して行動でき

るか。 

4.部活動において、チームが人間関係や結果が出ないなどの困難に

直面した時、リーダーに任せずとも自分で解決する努力ができる。 

5.自分がレギュラーでなくても、レギュラーや他の部員に対し、支

援ができる。 

6.部のリーダーの考えや立場を理解し、それに見合うように自身も

主体性を持って行動できているか。 

7.あなたの部活動に対する熱意は部員に理解され、良い影響をもた

らしているか。 

8.指示を待ち、言われたことをするのではなく、部の目標を達成す

るために一番必要なことをあなたなりに判断しているか。 

9.部の目的に貢献できる練習の内容や試合における戦略などの新

しいアイデアを、自主的に考え、それを提案できるか。 

10.嫌われることをいとわず、部の方向性の善悪を判断し、リーダ

ーや部のために意見をだせる、または批判できる。 

11.部活動の中でリーダーから、できないかもしれないことややり

たくないことを頼まれたら「はい」ではなく「いいえ」と答えるか。 

12.自分の中で譲れない倫理基準があり、どのような組織に属して

も、変わらずその基準に沿って行動できる。 

 積極的関与に関する質問を 1 から 6 の六問、独自のクリティカ

ル・シンキングに関する質問を7から 12の六問の計十二問で構成

されている。それぞれの質問に対し六段階で評価し積極的関与と独

自のクリティカル・シンキングがそれぞれ 36点満点で表現され、

二つの次元から点を導き、図 1 のフォロワーシップのタイプに当

てはめていくというものである。以下がそのグラフである。 
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図 3．強化指定競技の部活動のフォロワーのタイプ 

 

 

  

このように模範的フォロワーの範囲に多く分布していることか

ら、フォロワーシップを発揮する能力が備わっている部員が多く存

在していることが分かった。しかし、これだけでは実際にフォロワ

ーシップを発揮できているか不確実であるため、主将とそのフォロ

ワーにヒアリングを実施した。 

第二節 ヒアリング調査 

 アンケート調査を踏まえ、実際にフォロワーシップが発揮され

ているか、AO 入試の目的が達成されているのかを探るべく主将と

そのフォロワーにヒアリング調査を行った。以下は主将を対象とし

たヒアリング内容と回答である。 

質問 1．個人の目標と、部の目標は一致しているか？またキャプテ

ンとしてそれを共有しているか？ 

A「自身に対する目標は一致していない。チームに対しての目標は

一致しており、チーム内で共有されている。」 

B「一致している。それを共有する場を設けた。」 

質問 2．練習や試合において、部員は積極的にそれを進める支援を

してくれているか。 

A「下級生が自ら進んで行動し、上級生がそれを補助する形で動く

ことがありよい傾向だった。一方、個々の役割を果たす上での期限

の意識が薄く責任感に欠ける部分もあった。」 

B「自分がキャプテンになった当初は元キャプテンとのギャップに

より支援はなかったと感じる。練習の理由付けやミーティングによ

り部員の信頼を得ることができ、最終的にはサポートしてくれたと

感じる。練習では自分の専門外の分野では積極的に部員に任せてい

た。」 

質問 3．あなたの部に対する姿勢とは。 

A「常に一貫して姿勢を部に示すことで説得力を持たせることで周

囲に影響を与える。」 

B「主将として練習に理由をつける、目標を設定するなどを第一に

考えた。部員としては自分を客観的に見つめ、得意な分野は積極的

に行動し、不得意な分野は任せ、それを支援することを意識してい

た。」 

質問 4．部に対する意見を部員から主張されたことはあるか。 

A「ある。」 

B「目標についての話し合いにおいて部員の主張を受けた。」 

質問 5．リーダーとフォロワーの間でコミュニケーションはとれて

いるか。 

A「コミュニケーションは取れている。」 

B「取れていた。」 

質問 6．高知工科大学に来て高校生のときと比べて自主性、主体性、

リーダーシップが身についたか。 

A「部活動の質を高めるために入学時から取り組んできたため主体

性が高まった。」 

B「自主性、主体性に関して成長したと感じる。」 

以上が主将の回答であった。主将が目標やビジョンを設定し、そ

れを共有することによりフォロワーがサポートする形がとれてい

るという共通点があると感じる。 

フォロワーにも同等に同じような質問をすることで、主将とフォ

ロワーの意思の疎通、フォロワーの支援に対する意識を調査してい

く。以下はフォロワーを対象としたヒアリングの内容と回答である。

AのフォロワーはA①、BのフォロワーはB①とする。 

質問 1．個人の目標と部の目標は一致しているか。また主将はそれ

を共有しているか。 

A①「個人の目標と部の目標は一致しているというよりも、個人の

目標を達成することで部の目標が達成できると思うので同一線上

にあると感じる。主将が目標を共有する姿勢を見せていた。」 

B①「個人の目標と、部活の目標は一致していた。」 

質問 2．練習や試合において、キャプテンが効率よくまた、キャプ

テンの能力が発揮されるべく自ら考えて動いているか。 
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A①「意識的に行動していたとは言えないが、ある程度はできてい

たと思う。」 

B①「動いていた。」 

質問 3．あなたの部に対する姿勢とは。 

A①「AO入試で入学したという自覚を持ち、チームに貢献できるよ

うに取り組んでいる。」 

B①「人一倍努力し、チームに貢献できるように考えて行動してい

る。」 

質問 4．部に対する意見があるか、またその意見を主張したか。 

A①「部に対する意見はあるが、それを主張することはしていない。」 

B①「部に対する意見はその都度主張していた。」 

質問 5．リーダーとフォロワーの間でコミュニケーションはとれて

いるか。 

A①「コミュニケーションは取れている。」 

B①「取れている。」 

質問 6．高知工科大学に来て高校生のときと比べて自主性、主体性、

リーダーシップが身についたか。 

A①「自主性は身についた。大学に入って自ら考えて行動するよう

になった。リーダーシップはまだ身についていないと感じる。」 

B①「身についていると思う。」 

 以上がフォロワーの回答であった。それぞれの部活の主将とその

フォロワーの回答の比較をしたところフォロワーのある程度の積

極的関与が見受けられた。しかしそれが意識的なものではないので、

自覚をもって支援しているとは言い難い。フォロワーが意識的に支

援をすることが出来たら練習の質など向上につながり組織的にも

っといいものになるのではないかと感じた。 

また、意見を主張する点においては批判的な意見を持っているが

それを主張できていないことから、独自のクリティカル・シンキン

グ、つまり建設的な批判ができていないということになる。アンケ

ートの結果により、フォロワーシップを発揮する能力を持ち合わせ

てはいることが分かったが、ヒアリングを通して独自のクリティカ

ル・シンキングにおいて発揮できていない部員がいることが分かっ

た。 

私が所属していたソフトボール部でも積極的に支援できる部員

が大多数であったが、自分の主張をする部員は少なかったように感

じる。例えば、下級生を中心に積極的に練習の準備をする、野手の

為の練習であるノックを投手が打つなど練習が効率的に進むよう

に部員一人一人が工夫できていた。そして各自で練習や試合におい

ての自分の役割を理解できていたと感じる。しかし、練習の内容や

目的に対する意見、新しい提案などをする部員は上級生の中でも数

少なく、全体的に見て数人しかいなかった。 

私自身も下級生の時は建設的な批判をすることはなかった。それ

は上級生との力関係を感じていたこと、そもそも自分に主張をする

権限がないと考えていたためである。練習や試合においてリーダー

やチームのために支援は意識的にしていた。 

このような特徴は順応型フォロワーに見受けられる。順応型フォ

ロワーを模範的フォロワーに近づけるためにはリーダーに対して

建設的な批判ができる訓練が必要である。このことから、フォロワ

ーシップの能力を発揮させるために、フォロワーがリーダーに対し

て意見を言える環境を作らなければならない。またリーダーとフォ

ロワーの力関係が平等であるということをリーダーとフォロワー

が認識しなければならない。その環境を作るためには、授業面のア

プローチや、強化指定の部活動はミーティングを義務化するなどの

対応が必要なのではないかと考えられる。 

 

第四章 本学におけるフォロワー教育 

 前にも述べたようにリーダーとフォロワーは表裏一体の関係性

にある。どのリーダーもフォロワーという道は通ってきているは

ずである。例としては部活動における下級生、企業における新入

社員である。そのフォロワーの経験がリーダーという役職に就い

たときに活かされている。すなわちフォロワーとして質のいい経

験ができたものはリーダーとしての能力もいいものになる。その

ため、本学においてフォロワー教育を行うことは同時にリーダー

の教育にもつながる。 

 高知工科大学の実態調査を通して浮き彫りになった問題点と

は、建設的な批判をすることができない部員が少なからず存在す

ること。また、それがリーダーとフォロワーの関係において力関

係が平等であることが認識されていないことからの可能性もある

ということである。この問題に対して高知工科大学全体として取

り組む必要があると感じる。大切なのは適度なトップダウンによ
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るボトムアップを促すことだと考える。マネジメントの学習、特

にリーダーシップ、フォロワーシップに関する素養をトップダウ

ン形式で学生に学ばせ、部活動でそれを実践させるという形を作

り、あとは学生が自主的に動くというシステムを構築する必要が

ある。 

具体的にはスポーツ区分のAO入試で入学した学生には組織論

や、リーダーシップ論などマネジメントに関する授業を必修にす

ることである。こうすることでマネジメントに関する知識を学生

に持たせることができる。できれば授業の中でグループワークを

取り入れて学生同士でリーダーシップの疑似体験をさせたらよ

い。 

次に強化指定の部活動の一斉ミーティングを月一回のペースで

行うことである。部活ごとにミーティングを行わせ、それを強化

指定の部活動全体で発表するというものである。部活ごとに話し

合いをすることにより、部内の学生が普段から意見を主張する習

慣をつけることができ、さらには各部活の意見交換にもなる。分

野が違うが、部活動に対する姿勢を共有することは刺激にもな

り、個々が尊重し合いより良い関係性を築くことが望める。 

以上の取り組みをすることで、まずマネジメントの知識を得る

ことができ、それをミーティングなどで実践する。そして意見を

主張しやすい環境を整えてあげることで、学生一人一人が部活動

に積極的に関与し、また、部の方向性が間違っていると気づいた

ときに建設的な批判ができるようになるのではないかと考えられ

る。 

 

 おわりに 

 本研究のきっかけは自分自身の部活動におけるリーダーとして

の視点、フォロワーとしての組織への関わり方、リーダーに対す

る支援などの悩みがあったことである。価値観や情報の多様化に

より人間関係が複雑であることから私自身が部活動の目的を忘

れ、雰囲気に流され、波風を立たせないように振る舞ってきたよ

うに感じる。上級生になるにつれて自覚が芽生え、まとめる立場

になりまたリーダーを傍で支える立ち位置についたときにこの悩

みに直面した。下級生の時から自覚を持ち、さらにはマネジメン

トの知識を得ていたならば、この悩みに直面することはあっても

対応できたであろう。このような悩みに対して一人一人が対応で

きる能力を身に付けることができたなら持続的に成長し続ける組

織を作れるのではないだろうか。 

 本研究の目的は、高知工科大学に在学するという制約条件の中

でどのようなフォロワーが理想的であるのかを明らかにして終え

ることではない。運動部活動に励む学生たちが共通の目的を持ち

リーダーとフォロワーの垣根を超え、一人一人が主体的に活動で

きるようになることが目的である。長くても三年半ほどの部活動

生活を通して質の良いフォロワーシップを身に付け、社会に出て

企業に就職したときや組織に所属したとき、共通の目的を達成す

るために存分に活かすことが大学スポーツの位置づけではないだ

ろうか。 

 私の後輩たちには今後、スポーツを通し目的に向かって仲間と

ともにサポートし合い、時には議論をするなどの経験をし、スポ

ーツをすることに対する付加価値を見出してほしい。本研究が部

活動に所属する部員たちにとってスポーツを引退するにしろ、続

けるにしろ自身の大学生活が財産であると胸を張って言えるきっ

かけになる１ページになることを願っている。 
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注 

ケリーのアンケートは積極的関与に関する質問を十問、独自の

クリティカル・シンキングに関する質問を十問の合計二十問で構

成される。積極的関与、独自のクリティカル・シンキングがそれ

ぞれ 60点満点で表現され二つの次元からフォロワーのタイプを測

定するものである。以下がその質問である。積極的関与に関する

質問を A、独自のクリティカル・シンキングに関する質問をBと

するという。 

Aリーダーや組織にとってより価値のある人間になるために、重
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要な活動の場において際立った能力を積極的に発揮しているか? 

Bリーダーや組織の目的に大いに貢献する新しいアイデアを自主

的に考え出し、積極的に打ち出そうとしているか? 

それぞれの質問は企業などの組織全般を対象としているため、

抽象的な答えになる可能性があった。高知工科大学の強化指定競

技の部員のフォロワーのタイプを明らかにするという目的である

ため、回答者が具体的に場面を想像しやすいように部活動向けに

アレンジする必要があった。以下が Aと Bの質問をアレンジした

ものである。Aの質問をアレンジしたものはA①、Bの質問をアレ

ンジしたものはB①とする。 

A①部活動において、自分の役割以外にも、貪欲で率先して行動で

きるか。 

B①部の目的に貢献できる練習の内容や試合における戦略などの新

しいアイデアを、自主的に考え、それを提案できるか。 
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